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「エロイーザの二つの声-仮面としての詩」

、

d・

ー-、

アレグザンダー・ポウプの「エロイーザからアベラー

ドへ」は 1717年の『作品集JIt:発表されているが、書

かれたのはそれよりもいくらか遡り、彼がウィンザーか

らチズィックに住いを移す 1716年以前の乙とであろ

うとされている。中世の著名な人物であるエロイーズと

アベラールの閣の往復書簡の英訳がジョン・ヒューズに

よって 1713年に出版されているが、ポウプが乙れを下

敷きにしている乙とは明らかである。そしてポウプは、

オヴィディウスの「へロイデスJIt:相当するような、

heroic epistleのジャンルに属する作品を手がけようと

した訳である。語り手はエロイーザ自身であり、生き別
(1) 

れとなったアベラードに宛てた書簡の形式をとっている。

従って客観的状況説明は一切なく、読者には、背景とな

る一連の出来事についての知識が予めある乙とが前提と

なっている。

ピエール・アベラーノレは 1079年ナント近くのパレー

に生まれた。早くからその学才をみとめられ、何よりも、

唯名論(普遍は個物の後iとあり)と実念論〈普遍は個物

の先にあり)とのバランスを巧みにとって、明普遍は個

物の中にあり"という新学説を唱えた乙とでその名を知

られている。プラトン、アリストテレス以来、普遍の実

在性を問う哲学者たちの流れの中で、疑いもなく彼は中

世における巨人の一人であった。そして彼はその一生に

おいて二つの大きな災難を経験する。その一つが、皮肉

なととに彼の名を後世にとどめる最大の理由となったエ

ロイーズとの恋愛事件であった。

エロイーズはパリの司教座聖堂付参事フュルベーJレの

蛭といわれ、その優れた才知、博識により名高い娘であ

った。アベラーJレと出会ったのは彼女が十七才の時、一

方彼の方は既に哲学者としての名声をほしいままにする

三十九才であった。パリ大学の前身となる学校で多くの

学生がその講義に集まっていると聞いて、叔父のフュJレ

ベールが才女の姪の指導をゆだねた、いわば彼女の家庭

教師であったのだ。アベラールの告自によれば、彼は問自

信を持って"乙の少女を誘惑したという。哲学者といえ
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ども人閣の本性を忘れはしない時代である。ある時はま

さにその明現場"をおさえられ、 (彼の言葉を借りるな

ら明ヴィナスとマノレスの如く")ついにはエロイーズは

乙っそりと出産までするに至る。なんと生々しくも自然

的な乙とであろうか。三面記事的スキャンダルは更にエ

スカレートする。この裏切り行為iとより怒り心頭に達し

たフュJレベーJレの雇った暴漢により、アベラーノレはその

肉体の H 罪を犯した部分"を切りとられてしまうのであ

る。

しかし、その顛末はいささかの注釈を加える必要があ

る。アベラールはまず、フュノレベールとの和解を求めて、

エロイーズを正式に妻としてむかえる乙とを申し出るの

だ。しかし意外にも、乙れに猛反対を唱えるのがエロイ

ーズだった。そのような結婚はアベラーJレの哲学者とし

ての名声にとって不名誉なものであるし、経歴iζ傷をつ

ける乙とになるというのだ。子供の泣き声や喧曝の中で、

誰が神学上、哲学上の膜想iζ耽る乙とができょうか、と

彼女は主張したという。ま乙とに現実的な想像力である。

そしてアベラーノレは彼女の心理を分析して、結婚の提で

はなく愛の力Kよって自分をつなぎとめておきたかった

からだった、と述べている。たしかに現実に直面せざる

を得ない結婚という生活の場において、かつては激しく

燃えさかっていた恋の炎が消え去ってしまうのはままあ

る乙とだろう。かと言って、婚姻という制度が神の前で

の都蹟のひとつである社会の中でそれを否定するとはや

はり大胆以外の何物でもない。 12世紀を生きた女性とし

ては稀有な存在であったに相違ない。しかしアベラール

はそのようなエロイーズの意見に耳をかさず、秘密裡iと

結婚式を強行してしまう。その後、エロイーズの希望も

あって二人はなるべく別れ別げに、人目をしのんで生活

しようとするのだが、フュルベールの方ではそれが気に

いらず、乙の結婚を公にしようと計画する。アベラーノレ

はエロイーズを見習い修道女としてある修道院にかくま

ってもらうが、フュルベール側では乙れを知って彼が姪

を見捨てて厄介ばらいしたものと考え、乙乙でいよいよ
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先述の蛮行i乙及ぶのである。

さて、アベラーノレにとっての第二の災難は極めて哲学

的な事項iζ関わるものであった。三位一体についての彼

の著書が、公会議において異端として排斥されたのであ

る。三位一体iζ関する神学論争はなかなかわかりにくい

ものなのだが、敢えて単純化して話をすすめよう。父と

子と聖霊それぞれが完結した神であり、しかも一体であ

るというのが教義であり、アウグスティヌスの如く、そ

の非論理的論理を明知らんがために信ずる"というのが

あるべき正しい態度とされていた時代なのだ。しかしア

ベラールは理性を尊ぶ性質の人で、あったのだろう。明断

を求めるための懐疑が彼の身上であり、その意味ではや

がてデカルトにもつながる一つの、流れを生み出したとも

言えるかもしれない。彼は、父と子と聖霊はひとつの神

の三つの属性であり、それぞれ能力、智恵、愛を示して

いるという新説をたてたのだ。一方、サベリウスのモダ

リズムという当時異端とされた説がある。それはすなわ

ち、父と子と聖霊とは単一の神の三つの相〈モード)で

あり、キリストは父として支配する神が地上に現れた別

の姿であるとするものであった。アベラールの説はたし

かに乙れと似ていなくもない。そしてむしろ、少なくと

も現代人の眼から見れば、より納得のいく考えのように

も思える。まず認識があって、その後にはじめて信仰が

ある、という彼の主知的な態度は、しかし当時の教会に

は受け入れられ難いものであった。アベラ-}レの書簡を

読む限りでは、彼が排斥されたのは、彼の才知をねたむ

者共の陰謀であったかとも思われる。しかしその一方で、

いかにも理屈に走りたがる人間らしい不遜さ、散慢さも

ありありとうかがえ、人の不興をかうような乙とになる

背景が自にみえるようでもある。とにかく、ソアッソン

の公会議で一同の攻撃を浴びたアベラールは或る荒野に

逃れ、彼iζ従ってきた者達と共にそ乙iζ修道院を建てる。

「慰める者JParacletusという名が乙の修道院に与えら

れる。しかし、アベラールの敵対者たちは更に迫害や中

傷を繰り返すので、彼は遠くブ〉レターニュの辺境の地に

ある修道院に移る。そしてパラクレーの修道院は、既に

正式に修道生活iζ入っていたエロイーズに託されたのである。

乙の聞の時間の経過がどの様なものであったのかが今

ひとつはっきりしないのだが、とにかくエロイーズとの

有名な往復書簡がかわされるのは、アベラーノレがブルタ

ーニュのサン・ジルダの修道院に移って後の乙とであり、

年代はおそらく 1132年というから、彼が 53才、エロイ

ーズは 31才の時という乙とになる。第一書簡はアベラー

ルがー友人に宛てたもので、その中で彼は自分の身の上

iと乙れまでふりかかった不幸を遂ー述べる。その手紙を

吉署

偶然手花入れたエロイーズが、ー胸i乙残る想いを掻きたて

られでしたためたのが第二書簡であり、以後断片もふく

めて第十二書簡までが世に知られている。その内容はと

言うと、決して全てが恋愛感情に満ちたものではない。

第二書簡から第五書簡までが「愛の書簡Jlettres amo・

ureuses、第六書簡以降が「教導の書簡Jlettres de 

directionと呼びならわされているが、全体としてみれ

ば、いかにも修道士と修道女の聞にかわされたものらし

く、神学上、文修道生活上の教義、教条がそ乙乙 ζlとち

りばめられたものである。エロイーズによって書かれた

第二書簡、第図書簡は、なるほど「愛の書簡」と呼ぷに

もふさわしく、大胆であから様な恋愛表現を見出す乙と

ができる。先にふれたようなエロイーズの現実的で大胆

な性格がそ乙にも表出していると判断してもよいだろう。

特に注目すべきは次の二点である。すなわち乙の恋愛は

(少なくともエロイーズにとって)極めて肉体性の強い

ものである乙と。従って、アベラールの去勢によりもは

や肉体的な恋愛の成就は不可能となった現実下において、

エロイーズは一切恋愛の中に未来を見ていない乙と。彼

女にとってアベラールとの恋愛は過去の重要な記憶のひ

とつであり、貴重なものではあるが、エロイーズはそれ

を今さら求めているのではない。現在彼女がアベラール

iζ求めているのは現在の修道生活の支えとなるようなは

っきりとした指針なのである。第四書簡の一部を引用し

よう。彼女は性を誇らかに肯定する。

と乙ろで、私たちが一緒iζ味わったあの快楽は、私

にとってとても甘美であり、私はそれを悔いる気iと

はなれませんし、また記憶から消し去る乙ともでき

ないので、すJ2)

乙れに対しアベラールの返信は常に禁欲的なものであ

り、過去の情欲についてはそれを罪であったと反省し、

自分iζ加えられた肉体的裁断を正当なものだと主張する。

乙れも文、彼の現在の状況を考えれば自然な乙とである

かもしれない。肉体性を失ってしまった肉体とはいえ、

それを否定しながら生きる訳にはいかないのだから。彼

の意識は今後の救いに向けられ、未来iと向かっている。

言葉をかえていえば、アベラール托しろエロイーズiとし&

極めて健全なる現実認識をそT説 jこ知性人だLったのである

アベラ-}レは、第一書簡を書いてから二年後の 1134

年にはサン・ジルダの修道院をも去り、その後の行方を

はっきり辿る乙とはできない。そして 1140年のサンス

の公会議において、終iζアベラールははっきり異端者と

しての弾劾をうける乙とになる。対立者は、神秘主義を
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かかげFるクレJレヴォのベJレナーノレ、後の聖ベルナーJレで

あった。理性は神秘の前lと崩れ去ったという訳だ。更に

その二年後、失患のアベラ-}レは、クリュニーの修道院

長ピエーJレのとりなしでベルナーJレとの和解を果たした

ものの、力つきてついにこの世を去る。その遺援はエロ

イーズの許に託され、生前の希望通り彼女はアベラーJレ

をパラクレーの修道院に葬る。そして彼女はピエールiζ

頼んで、異端者の汚名をそそぐ赦免の宣告を墓にかかげ

でやるのである。エロイーズはそれから22年の月日を生

きのびる。その死にあたって人々は、彼女をアベラール

の棺の中iζ共iζ寝かせたという。現在は改葬されて、パ

リのベール・ラシェーズ墓地の比翼の墓花、二人は眠っ

ている。

乙乙に見るのは、繰り返して言うが、単純素朴で健康

な意志の強さであり、理性i乙基づいた自己正当化の論理、

現実を見る確かな眼である。十二世紀の人々は、必ずし

も神に全てを預けた無力な人間ではない。神を信じる心

は当然の様iと強くとも、それと同じ位iζ人間の本性にも

真直な眼をむけているのだ。

さて彼らの書簡集はそもそもラテン語で書かれており、

それらが一般の人々の眼にもふれるようになったのは十

五世紀になってからの乙とである。数世紀を経て眺めれ

ば、どんな実在の人物も、様々に異なった角度で光があ

てられるようになる。時代を反映し、文見る人の好みを

反映する。従ってポウプの作品も、当たり前の乙とであ

るが、現実のエロイーズの残した書簡とも、ジョン・ヒ

ューズによるその英訳とも異なる新たな作品世界を展開

する乙とになる。エロイーズの声託、ポウプの声が加わ

って、新しいヒロインの声が語りはじめるわけである。

336行iζ及ぶ乙の詩を、まず通読する作業から始めた

い。そしてポウプの作品中の人物を H エロイーザ"と uア

ベラード'ヘ歴史上の実在の人物を Hエロイーズnとq ア

ベラーJレ"という風iζ読みかえる乙とで区別しておきた

いと思う。

In these deep solitudes and awful cells， 

Where heav'n1y -pensive， contemplation dwells， 

And ever-musing me1ancho1y reigns; 

Whaもmeansthis tumu1t in a Vesta1's veins ? 
(3) 

(11.1-4) 

提示される情景は、暗い閉鎖的な修道院の一室である。

同じ 1717年の『作品集JH::収められた「薄幸の女性に

捧げるエレジー」の冒頭部と共通する薄暗く、陰気な状

41 

況設定は早くもヒロインの心理状態を暗示し、やはり「エ

レジー」の場合と同じく、幕開け早々に導かれる疑問文

が、詩全体lζ不安と緊張を投げかけている。 r髪の毛盗

み」の冒頭の、朝の光の差し込むペリンダの寝室とは対

照的な世界であり、むしろその第四歌にあらわれるCave

of Sp1eenを恩わせる。人閣の表面からは見えない様々

な感情や意識のうずまく暗圏、原初的な萌芽をはらむ子

宮であり、ユングp的深層心理の原風景であるともいえる。

エロイーザはアベラードの手紙を手iとしている。先iζ

述べた第一書簡である。生身のアベラードではなく彼の

手紙、しかも自分IC::宛てられたものですらない一通の手

紙によって、エロイーザは突然激しく心乱れる。そのエ

ネJレギーをポウプは明名前 nのもついささか呪術的な力

においている。 (4)40行までの聞に、 name という語は

10veと同じ四固にわたって繰り返される。語り手である

ヒロインが自分を指して言うのに Iという代名調でなく、

エロイーザという名前で呼ぶ部分は詩全体の中で五回み

られるが、そのうちのこケ所が乙乙にある。アベラード

の名も三回あらわれる。登場人物の名を読者の頭に早く

刻み乙むという、もっぱら実際的な効用もあるには違い

ない。しかしそれと同時に、名前あるいは名付けるとい

う行為が事物を対象化し、客体化するという作用もある。

一人称の語り手による 1vs youというさし迫った関係か

ら、より客観的な E10isavs Abe1ardという図式を抽

出し、名前という抽象的なものへのヒロインの乙だわり

を示す乙とによって、二人の関係がもはや実体をともな

わないものである乙とを、出発点において確認している

のだ。

Yet， yet 1 1ove! -From Abelard it came， 

And Eloisa yet must kiss the name. 

Dear fatal name ! rest ever unreveal'd， 

Nor pass these lips in ho1y silence seal'd. 

(11.7-10 ) 

41行からエロイーザは手紙を自分i乙書いてくれるよう

にとアベラードに哀願し、手紙の効用は不幸に泣く者を

慰めることに乙そあるのだという。そして59行からは回

想となる。師であるアベラードとの出会い、愛の芽生え、

結婚をめぐる思い。(エロイーザは結婚を否定する理由

として、愛の提以外のものに束縛されたくないからと述

べる。)98行までの40行の聞に、 10veという語は延べ十

回も操り返し使われている。記憶の中にとそ、彼女の愛

は生きているのだ。しかも、乙乙でいう 10veは、いかに

も抽象的な観念と化したもので、実在のエロイーズの表



可

的愛の世界と肉体の支配する現実世界との差異をきわだ

たせる効果を伴う戸惑いの叫びのようにも響く。 104行

の

The crime was common， common be the'pain. 

42 

現が肉感的で実体をつかんだものであったのとは対照的

である。

僻
翻
邪
説
話
1
j
i
-
-
1
1
E
d

の中の commonという語は、勿論明共通の"という意

味で用いられているのだが、かすかに明卑俗な"という

意味の影がポウプの屈折した思いを伝えているとも思え

る。

場面は祭壇へとかわる。

Canst thou forget that sad， that solemn day， 

When victims at yon alter's foot we lay? 

(11.107-8) 

祭壇の前iといるのはエロイーザであり、アベラードの命

iとより俗界を捨てて修道女としての誓願をしようとする

ととろである。ティロットソンの註にもある通り、アベ

ラールとエロイーズは別々に誓願式を行っている。エロ

イーズが先i乙誓願しアベラールは乙れに立ち会っている。

〈乙の時間的な差異についてエロイーズは第二書簡の中

でアベラーJレにいささかの恨みを延べ立てているのだが。)

ともかく 108行から想像される様に、いわば第二の結婚

として二人が神の前に立った事実はない。しかし、アベ

ラードは去勢というはなはだ野蛮なやり方によって犠牲

を払う乙とで、ある意味では既iζいけにえの子羊となっ

ており、自分も修道女となる乙とでそれと同様の肉体的

あがないを果たすのだ、とポウプのエロイーザは考えて

いるのではないだろうか。 victimsという語は、そのよ

うにして肉体性を失った二人の苦い思い、そして作者自

身の自己憐欄もただよわせている。歴史上のエロイーズ

の次の様な苦悩はエロイーザには無縁であるのだろう。

Love， free as air， at sight of human ties， 

Spreads his light wings， and in a moment flies. 

( 11. 75-76 ) 

Fame， wealth， and honour! what are you to 

love? (L 80) 

Who seek in love for aught but love alone， 

( 1. 84 ) 

When love is liberty， and nature， law : 

(1.92 ) 

あなたを私に結んだのは友情ではなく色情であり、愛

ではなくて激しい情欲です。ですからあなたの欲望が

止んだ現在、その欲望の故にあなたのお示しになった

あらゆる感情も、同時に消え去ってしまったのです。

乙れは、いとしい方よ、私だけの想像ではなくて、す

べての人々の想像なのです。

(第二書簡より)

エロイーザの意識は、世愛のための愛"によって占領さ

れており、 92行の 1音の頭韻は自己充足的な陶酔の境地

をすらおもわせる。

99行ではアベラードの身に起きた例の惨事が暗示され

る。初版では乙の出来事iと対する言及として更に 258-

9行花、

Cut from the root my perish' d joys 1 see， 

And love's warm tyde for ever stopt in thee. 

と乙ろが私の場合、肉の衝動と熱い欲望は、青春の血

潮と楽しい満足の追櫨とによっていやが上にも掻き立

てられます。激情の責苦は、責められる私の本性が弱

いだけに、一層強く私iと迫ってまいります。

〈第四書簡)

119行からのアベラードへの呼びか貯は、エロイーザ

としては最も具体的、肉体的なイメージを喚起する箇所

である。

Still on that breast enamour' d let me lie， 

Still drink delicious poison from thy eye， 

という表現もあったのだが、 1720年以降の版では削除

されている。エロティシズムが希薄になればなるだ砂、

観念的なパッションの濃度が高まっていく。とれは時代

の曙みであると同時花、ポウプ自身の恋愛における限

界を反映しているものかもしれない。ウィンも指摘する

ように、ポウプは自らの肉体的欠陥を日々意識させられ

ずにはいられなかったのであり、かと言ってそれに対す

る解決法が見出せるわけで、もないP肉体的快楽は彼に

とっては無縁といってもよいものだった。しかしあえて

それを否定したり攻撃したりというのも大人げない乙と

である。ポウプはただ傍観するしかない。 105行でエロ

イーザは 1can no moreと口を閉ざすが、乙れはポウ

プ自身の沈黙でもあるのだ。 99行の Howchanged!と

いう叫びは、 97行iζ示された blissの状態から、不幸の

底へと落とされる恋人達の叫びであるが、精神的、観念
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Pant on thy 1ip， and to thy he.art be press'd， 

Give all thou canst -and 1et me dream the rest. 

(11. 121-124) 

世1erestとはなんと控え目な表現だろうか。過去の快楽

の思い出にいつまでも身を焦がしているエロイーズに比

べれば、ポウプのヒロインははるかにそれを過少評価し

ている。肉体はもはや夢の領域におしゃられてしまって

いるのだ。しかも、それさえもすぐに打ち消されてしま

つ。

Ah no! instruct me other joys to prize， 

With other beauties charm my partia1 eyes， 

Fu11 in my view set all the bright abode， 
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を支えるものはど乙にもない。

従ってエロイーザの意識が次第に混乱の度合をますの

も無理からぬ乙とかもしれない。彼女はいつの聞にか神

とアベラードを二重映しに見はじめ、両者の判別がつか

なくなってくる。実体のない対象であるから乙そ、交換

可能なのである。

エロイーザは自分の暮らしている修道院に話を移す。

乙のパラクレー修道院は、アベラードによって建てられ、

その後エロイーザに託されたものであり、それ故彼女に

とっては特別の意味をもっ。冒頭部分ではただ暗く陰欝

な場所でしかないように描かれていたのだが、アベラー

ドの手がかかっていると見ると途端に輝き出すという乙

とらしい。

And make my sou1 quit Abe1ard for God. You rais'd these hallow'd walls;the desert 

(11. 125 -128) smi1' d， 

And Paradise was open'd in the Wi1d. 

アベラードと神というこつの崇拝の対象を前に、混乱し ( 11.133-4 ) 

揺れ動くエロイーザの悩みが乙乙に始まる。乙の相殖は、

しかしエロイーズの場合と少しばかり性質の違うもので 神の統べ賜う館というよりは、アベラードがその主であ

ある。中世のエロイーズは、神に対する勤めの重要性は る愛の神殿であるかのようだ。そして乙の修道院が浄財

勿論はっきりと認識している。神の存在は十八世紀より によって建ったという事実を誇らしげに語るエロイーザ

はるかに強大であった時代の乙とである。だが、エロイ の意識の中で、アベラードと神は重なり合って一つの像

ーズは次のように断言もする。 を結びはじめる。

私が聖衣をまとったのはあなたの御命令によるのであ But such p1ain roofs as Piety cou1d raise， 

って、神への愛からしたのではございません。 Andon1y voca1 with the Maker's praise. 

〈第四書簡) (11. 139 -140 ) 

彼女にとっての愛は、すべてアベラールに対して向けら 140行のtheMakerは明らかに乙の修道院の建立者た

れるものであり、神を信ずるという気持とは全く別のも るアベラードと、万物の創造者なる神を同時にイメージ

のである。救いは神から与えられるものであるが、彼女 しているものである。

はアベラーノレを仲立ちとして、あるいは彼に対する自分 場所のとり扱いが怒意的なのはエロイーザばかりでな

の愛を仲介としてそれを得ようとする。神=アベラーJレ く、作者ポウプも同じである。場所に関する描写はビュ

=エロイーズは一直線上iζ並ぶものであって、神とアベ

ラーJレは互いに背反するものであると考えられてはいな

いのだ。それに対し、ポウプのエロイーザは、時として

自分を神とアベラードにはさまれた三角関係の中に置い

てみてしまう。 81行にも、 Thejea10us Godという表

現があったが、 128行でも、神はアベラードと互いにし

りぞけあう存在として示されている。乙のような設定は

過度にドラマティックであり、過度iとロマンティックで

ある。乙の葛藤は全くヒロインの意識の内部にとり乙ま

れた、いわばイメージのひとり相撲なのだ。アベラード

を愛する乙とが神iと背くととに他ならない、という前提

ーズの訳本にはなく、また物好きな読者が訪れたパラク

レーの実景の描写も示すように、全くポウプの創造であ
(6). 

る。 ミルトンやクラショウの作品を大いに参考にした

に違いないが、彼はゴシックとロココの入り混じった新

しい強烈な印象を与える風景を作り出す。

The darksom pines that o'er'yon' rocks rec1in'd 

Wave high， and murmur to the hollow wind， 

The wandering stream that shine between the 

hills， 

The grots that echo to the tinkling ril1s， 
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The dying gales tha七pantupon the trees， 

The lakes that quiver to the curling breeze; 

(11. 155 -60 ) 

」、、

が辛いのか、アベラードに会えない乙とが苦しいのか、

思い出を忘れられない乙とが悲しいのか。ヒロインの心

は思い惑う。

pathetic fallacyの好例といえる部分である。欝屈した 1 ought to grieve， but cannot what 1 ought; 

ほの暗さはまさにエロイーザ、の心理状態を鏡のように峡 1 mourn the lover， not lament the fault; 

しだす心象風景である。乙のような神秘、緊張に満ちた 1 view my crime， but kindle at the view， 

ゴシック的暗さは、しかしながら極めて繊細でわずかに Repent old pleasures， and solicit new: 

官能的なロココ的要素によってあやういバランスを保た Now turn'd to heav'n， 1 weep my past offence， 

れている。 shine， rills， breezeなどの語がそれであり、 Now think of thee， and curse my innocence. 

Wave， wandering， curlingなどのゆるやかなカーヴを (11.183-88 ) 

描く曲線のイメージも又ロココ的なものである。乙の新

しい空間のなかに君臨する BlackMelancholyの描写 結局のと乙ろ、鍵となるセンテンスは次の部分ではない

は、ウオートンも絶賛するように、乙の詩の中でのひと だろうか。

つのハイライトというべき印象的な部分である。(7)

But o'er the twilight groves， and dusky caves， 

Long-sounding isles， and intermingled graves， 

Black Melancholy sit， and round her throws 

A death -like silence， and a dread repose : 

Her gloomy presence saddens a11 the scene， 

Shades ev'ry flow'r， and darkens ev'ry green， 

Deepens the murmur of the fa11ing floods， 

And breathes a browner horror on the woods. 

( ll.163-170) 

d音、 b音あるいはg音、 z音などの濁音を多用し、

sceneとsoundとsenseがまさに三位一体の如くにから

み合って効果を高めているのである。

， Tis sure the hardest science to forget ! 

( 1. 190 ) 

エロイーザにとって罪の意識はあやふやなものであり、

むしろ自己撞着が苦悩の正体であろう。このような自意

識の強さは明らかに近代人のそれであり、中世のエロイ

ーズははるかに率直に自分の心をのぞ、き乙むことができ

た。彼女はアベラーJレに対して自分に残る肉体的欲望の

辛さを訴えるが、それはむしろそのような煩悩から逃れ

出られたアベラールの幸運を強調するためでもある。自

分の偽善を承知してはいるが、自分の心が神ではなく全

てアベラーノレに向かっている乙とを隠しもしないし、又

乙とさらに恥じてもいない。憂重要の影は一筋も差してい

ないのである。

-守司

162行で thevisionary maidという語で実に的確に

要約されたエロイーザなのだが、 171行からは一気にそ

の欝屈した感情を吐露する乙とになる。乙れは「髪の毛

盗み」の第四歌で、ウンブリエJレが気欝の女王から下賜

された重要憤の袋の中味をペリンダの頭上iとふりまき、ペ

リンダが一挙にその怒りを爆発させるという場面に相通

ずるものがあるかもしれない。ただBlackMelancholy 

私iとも大変罪はどざいます。しかし一面から考えれば、

私にはほとんど罪がないとも言えます。一中略ー何故

と申しますと、一般に、罪は行為そのものの中iとでは

なく、行為の志向の中にあるので、すから。一中略ー私

は何もかもあなたの考量におまかせし、何もかもあな

たの心証にお委ねします。(第二書簡)

k支配されていたエロイーザが乙乙でぶちまけるのは、

怒りではなくて愛であるのだ。 206行までの36行の聞で、

loveないし loverという語は九回繰り返される。彼女は

自分を thespouse of Godと規定し〈修道女にとって

は普通の認識でしかないが)、地上の人聞を愛する乙と

を罪とみなして苦悩している訳であるが、その苦悩自体

iとはいまひとつ真実味がない。神とアベラードが二重映

しになって対象そのものがぼや砂てしまっているため、

苦悩の方も実体のないものになる。神iと背いている乙と

207行では、神の御旨にかなう幸せなる修道女の姿を思

い描き、我が身とひき較べている。

How happy is the blameless Vestal's lot! 

The world forgetting， by the world forgot. 

(11.207-8) 

乙乙でも中心となるのは forgetという行為であり、 意
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識の中で架空の闘争が行われている ζ とが示される。記 Priests， tapes， temp1es， .swim before my sight; 

憶という意識のー領分が、彼女の戦場なのである。ムネ In seas of flame my p1unging sou1 is drown'd， 

モシュネがミューズ達の母であるように、記憶乙そがエ Where Alters b1aze， and Ange1s tremble round. 

ロイーザの愛と苦しみの根源なのだ。そしてエロイーザ ( 11. 267 -276) 

もそれが自分のアイデンティティである乙とを半ば意識

しているのか、 223行からは更に思う様、想像の翼をは 乙のように装飾的な要素と神秘的要素、そして官能的枕

ばたかす。記憶と想像力が意識を形成し、そ乙 iζ感情が 惚が入り混じる場面は、あたかもバロック絵画を見てい

うまれ人格が誕生する。記憶を失う乙とは感情を失う乙 るような感覚を与える。乙のバロック風効果は、さらに

とであり、存在自体が無になる乙とである。 もうひとつのイメージを作り出す。エロイーザは悦惚の

記憶によってかき立てられた想像力が活躍するのは何 中iζ死を想う。自らの死を、そしてアベラードの死を、

よりもまず夢においてであろう。 223行からはエロイー 観念、の中では常に死は官能的なものであるのだ。乙乙で

ザの夢の場面であるが、 dream，sou1， phantom， illu- 彼女が思う死は、苦悩iζ対する解決の手段とか、神との

sion， spirit， idea， imageと彼女が地上の生活とは別 和解の形態とかいったものではなく、ただ現世で、は不可

の領域iζ入り乙んでしまっている乙とを暗示する言葉が 能になった官能の代替物iζ他ならない。

続く。愛の思い出i乙身悶えするエロイーザのいるのが夢

の領域であるとすれば、アベラードは更に別の、超自然 Thou， Abe1ard! the 1ast sad office pay， 

的世界にいるようにヒロインには思えてくる。乙うして And smooth my passage to the rea1ms of day: 

dreamの世界は deathの世界にひきょせられる。 See my 1ips tremb1e， and my eye-balls ro11， 

Suck my 1ast breath，. and catch my flying sou1! 

Come， Abe1ard ! for what hast thou to dread? ( 11. 321-4 ) 

The touch of Venus burns not for the dead. 

Nature stands check'd ; Religion disapproves ; アベラードの死は、まさにJレ一ペンス的な輝かしい昇天

Ev'n thou art co1d -yet E10isa 1oves， の図としてイメージされる。天使花見守られ、聖者の腕

Ah hopeless， 1asting F1ames! like those that iζ抱かれるアベラードは、乙うして一貫してエロイーザ

burn とは無縁な存在であり続ける。天上で二人がまみえる乙

To light the dead， and warm th'unfruitful urn. ともないだろう。エロイーザにとってはアベラードは終

(11. 257-262) 始いわば絵画の中の人物ほどの現実味しか持っていない。

冒頭でヒロインに火をつけたものがアベラードの H 名前 n

エロイーザは聖堂の中で神と対峠すべき時にもアベラー であった乙とを思い出そう。中世のエロイーズは、生活

ドの面影を追い、うつつの中で祭礼を行う。その場面i乙 の支えとしての具体的な指導をア同ラールに求め、その

は修道女としての務めを怠っているという罪悪感のかげ 知識や信仰を頼りにしている。そのような外に向かう働

りはほとんどなく、神とアベラードが混在しているその きか貯を、ポウプのエロイーザはできないのである。金

空間の中で枕抱とした夢幻状態に陥っていく様子が描か 縛りにあったように、彼女は常に自分の感情世界、自己

れる。儀式というものは人を催眠状態に誘う。 r髪の毛 意識から逃れられない。

盗みJの第一歌でペリンダが鏡の前での化粧の儀式iζ次

第にのめり乙み、酔いしれていくのも、同様の作用が働 In trance extatic may thy pangs be drown'd， 

いているからである。 Bright clouds descend， and Ange1s watch thee 

round， 

1 waste the Matin lamp in sighs for thee， From opening skies may streaming glories 

Thy image stea1s between my God and me， shine， 
Thy voice 1 seem in ev'ry hymn to hear， And Saints embrace thee with a 10ve like mine. 
With ev'ry bead 1 drop too soft a tear. (11.339-342 ) 

When from the censer c10uds of fragrance ro11， 

And swe11ing organs lift the rising sou1， 聖者の抱く愛とエロイーザの抱く愛とが乙乙では同一平

One thought of thee puts a11 the pomp to flight， 面上で語られている。エロイーザはアベラードと神とを
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繰り返し混同するうちに、その愛からは肉体性がすっか

り抜け去ってしまったかのようである。

343行からは、二人が乙の世を去った後の世界i乙エロ

イーザは想像力の翼を羽ばたかせる。現実のエロイーザ

は先に逝ったアベラードと同じ墓に葬られる乙とを願っ

たと伝えられるが、そして実際その通りになったのであ

るが、ポウプのエロイーザは死後の肉体などには何の関

心も無いらしい。彼女が関心を抱くのは再び明名前"で

あり、冒頭部分と呼応するととになる。

May one kind grave unite each hapless name， 

And graft my love immortal on thy fame. 

(11. 343-4) 

そしてエロイーザは自分達の恋の証人を求める。一組の

恋人達と、恋人と生き別れになった一人の詩人がそれで

ある。 303行からの連に登場する亡霊を除くと、エロイ

ーザが想定する人物は彼等だけであるが、その亡霊も含

めた全員が love'svictim (1.312 )である乙とになる。

そのような状況のみがエロイーザの想像力を喚起し、情

念を生み出すのだ。彼女は何の救いも解決も求めていな

い。彼女は自分の世界に安住している。冒頭に提示され

る閉ざされた空間は、自分の情念i乙捕らわれきったエロ

イーザの閉ざされた意識そのものであり、エロイーザの

声はその中で乙だましている。アベラードは彼女の記憶

や想像力に生命を与える呪術的力を帯びた H 名前 n とな

り、肉体や官能もただ一つの美的なイメージに変容して

いく。

ポウプは乙の作品について、彼の女友達であるマーサ

・ブラウントとメアリ・モンタギュ一夫人に宛てて、そ

れぞれいささか意味深長な手紙を書いている。マーサに

宛てたものは、おそらく 1716年3月に書かれたと思わ

れる。

Madam -1 am here studying ten hours a day ， 

but thinking of you in spight of all the 1earned. 

The Epist1e of E10isa grows warm， and begins 

to have some Breathing of the Heart in it， which ; 
(8) 

may make posterity th白k1 was in love. 

レデ、ィ・メアリは当時夫の任地であるコンスタンティノ

ープルに同行して、ロンドンを留守iとしていた。彼女に

宛てた手紙は、 1717年6月のもので乙の作品の出版後

の乙とであると思われる。

Among the rest， you have all 1 am worth， that 

is， my W orkes: There are few things in them 

but what you have a1ready seen， except the Epi-

st1e of Eloisa to Abelard; in which you 'will 

find one passage， that 1 can't tell whether to 
(9) 

wish you should understand， or not? 

ポウプは乙の二人の女性共々に、相手lζ対する自分の恋

情が乙の作品iζ反映しているかの様K書いている訳だ。

特iζレディ・メアリ iζ灰めかしている“onepassage " 

は、詩の最終部の、恋人と別れ別れの苦しみを味わい

エロイーズの恋物語を後世iζ語り継ぐ役目を負う詩人へ

の言及と結びつけて考えられることが多かった。

And sure， if fate some future bard shall join 

In sad similitude of griefs to mine， 

Condemn'd who1e years in absence to dep1ore， 

And image charms he must behold no more; 

Such if there be， who 10ves so long， so well ; 

Let him. our sad， our tender story tell; 

The well-sung woes will sooth my pensive 

ghost; 

He best can paint'em who shall feel'em most. 

(11.359-366) 

レディ・メアリ iと対するポウプの愛情については、「薄幸

の女性に捧げるエレジー」においても問題とされた。彼

が、少なくとも乙の時期には、乙の才色兼備の夫人にそ

れなりの感情を抱いていた乙とはありえるが、かといっ

てそれが詩を生み出す源泉となる程の力を持ったもので

あったかどうかには疑問が残るb 現に「エロイーザから

アベラードへ」についても、マーサ・ブラウントとレデ

ィ・メアリの両方に思わせぶりな文章を書いている。ポ

ウプは当時のロンドン社交界に出入りしている乙とでも

あるし、乙れは一種のギャラントリー、社交辞令の類で

あると考える方が妥当であろう。ただ、ポウプの恋愛観

については、乙れを全く無視する訳にはいかない。彼と

女性達との関係がそっくりそのまま詩に反映していると

見るのはいかにも短絡的ではあるが、歪められた形で、投

影されている部分はあるに違いない。

ポウプがとの作品を書いたのは彼が二十代後半の時で、

ある。少年の時iζ患った病のために 4フィート余りの背

丈しかない脆弱な若者にとって、乙と恋愛i乙関しては現

実は厳しかった。クロムウェノレ、チーク、コングリーヴ

達と放蕩者気取りで売春宿まがいのと乙ろにまで出入り

古事理
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もしてみたが、結果は芳しいものではなかった。(性病 うに思える。恋愛、特に肉体的なそれについては、ポウ

に握った形跡があるという説もあるから、実践面での収 プはいささかの皮肉をまじえずには眺められない。後年

穫がゼ、ロという乙とでもなさそうだが。)敬慶なカトリ 乙のような彼の態度はより明白に、たとえば「ホレース

ック信者であり〈ポウプ自身もカトリック教徒である。) からの真面目な忠告」とか「女性の性格について」など

教養もあるテレーザ及びマーサ・ブラウント姉妹と知り に表れてくる。 rエロイーザ、からアベラードへ」の中で

合うようになり、ポウプはそのような事楽から足を洗う。 は、前述した削除された 258-9行、

しかし、女性に対する一種のコンプレックスはその後も

彼についてまわる。女性との付き合いにおいて、彼が最 Cut from the root my perish'd joys 1 see， 

も怖れたのは瑚笑であった。 1711年に友人キャリル1[. And love's warm tyde for ever stopt in thee. 

宛てた手紙でポウプは自分のととを“ thatlittle Alex-
(10) 

ander the women laugh at"と称している。 そのよ などが、露骨であると同時にやや滑稽ともいえる皮肉な

うな瑚笑から身を守るためには、彼は進んで自らを喧う 表現といえよう。しかし、乙の二行を削除した乙とにも

か、或いは機知をもってはぐらかすしか無かった。従っ うかがえるように、乙の時点ではポウプ自身、まだ暖昧

て女性に対する態度も極めて屈折したものになってくる。 なと乙ろがある。恋愛に対しての憧れを捨てきれない部

ブラウント姉妹に対する 1717年6月の手紙を例にとろ 分があるのだ。乙の恋愛書簡(と呼ぷのは必ずしもふさ

う。 わしくないが)を題材としている乙と自体、彼の恋愛に

対する関心を示すものであるだろう。彼は乙の時期、多

For in very deed Ladies， 1 love you both， veげ くの人が再三指摘しているように、自分の中のロマンテ

sincerely and passionately，出onot so roman- イツクな性向を強調する手紙をいくつか書いている。ロ

tically (perhaps) as such as you may expect マンティック、というのが彼の自己劇化のテーマだった

who have been us' d to receive more Complimen- 訳だ。女性達との文通もその舞台のひとつだった。それ

tal Letters and High flights from your own らの手紙の中の表現がいくつかエロイーザの手紙の中に
(14) 

Sex， than ever 1 am like to reach to. In earnest， も応用されている乙とはウィンも詳Lく述べている。

1 know no Two Things 1 would change you for， その文通を下稽古として、本舞台となるのが乙の作品だ
(11) 

this hot Wea七her，except Two good Melons; ったのかもしれない。語り手はエロイーザであるが、そ

の相手のアベラーにすなわち学識豊かであるが去勢さ

文、ポウプ自身の作品も収められている 1709年にトン れた人物であるアベラードにも、ポウプは投影された自

ソンが出版した MiscelZαnyの中に、保儒を愛した女王 己を見る乙とができたかもしれない。そのような男をも

についての伝説に言及する匿名によるチョーサー風の詩 愛せる女性としてのエロイーザ、彼女はポウプ自身も渇

があるが、ポウプはレディ・メアりに対する手紙の中で 望する存在であっただろう。しかし彼は自分のエロイー

自分と彼女を乙の保儒と女王になぞらえてもいる。ω 乙 ザ、を現実に見出すかわりに、ピグマリオンがガラテアを

れは 1716年10月のととであるが、ちょうど「エロイー 作るように、乙の作品を書いたのである。いわばポウプ

ザからアベラードへ」を書く乙の時期にはブラウント姉 は乙乙で一人ニ役を演じているのだ。愛する者と愛され

妹とレディ・メアリの両方といわば観念的蜜月時代にあ る者を同時に、彼は一人芝居で演じなくてはならない乙

ったわけである。(その後、姉のテレサ・ブラウント及

びレディ・メアリとは誤解がもとで仲違いするが)それ

を考慮にいれれば、彼はこれらの女性達の誰かと真剣に

恋におちていた、と考えるよりは、むしろ想像の上で恋

人の役を演じていた、自己劇化を楽しんでいたと考える

方が自然に思える。ノーマン・オールトも言うように、

熱烈で突飛なポウプの手紙は、それが真剣に受けとられ

るζと、あるいはその結果自分が笑い者にされる乙とを
、、(13)

阻止するための、彼独特のレトリックであったのた。

「エロイーザからアベラードヘJにおいても、乙うい

った彼の恋愛iζ対する姿勢がいくらかは反映しているよ

とになる。

詩iζ先立って書かれている Argumentの中でポウプ

は、エロイーザの葛藤は nature と grace，virtue 

とpassionとのそれであると説明している。しかし本文

を読む限り、 graceやvirtue'乙相当するものの力は希薄

であるように思えてならない。エロイーザが最後には宗

教的な和解に到達すると読む批評家も少なからずいるの

だが、それでも何がしかの割り切れなさが残る。デヴィ
U5) 

ッド・ B.モリスはパースベクティヴの暖味さを挙げる。

そのような定まらないパースベクティヴは、ポウプ自身

がまだ恋愛iζ対する自分の位置をつかみきれなかったせ
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いでもあり、作品の中の視点としても、エロイーザ、ア

ベラード、ポウプの三者の関係がしばしば重なり合い、

絡み合って、分明なものになりがたかったせいでもあろ

う。エロイーザの passionが、神とアベラードが二重映

しになる乙とで対象がぼやけてしまい、空回りするよう

に、ポウプも作者としての自分、語り手としてエロイー

ザの中に取り込まれる自分、そして去勢された恋人とし

てのアベラードの中に投影された自分のそれぞれの視点

の中で、立っている場所を見失ってしまう。過度の自己

劇化の中で不完全燃焼するのである。乙れは現実のポウ

フ。の姿で、もあった。ポウプの恋愛が観念の上のものであ

ったのと同様花、エロイーザのそれも、中世のエロイー

ズに較べればはるかに観念的なものになっている。ポウ

プの恋愛を擬似恋愛であったとすれば、乙の作品は擬似

恋愛詩であるのだ。 r髪の毛盗み」が mock-epicであ

る様区、 「エロイーザからアベラードへ」はmock-love

-poemなのだ。但し、そ乙には笑いではなく、ポウプ

自身の苦い思いが付きまとうのではあるけれど。

相次ぎ発表された女性を主人公とした三つの作品、「髪

の毛盗み」、 「薄幸の女性iζ捧げるエレジー」、 「エロ

イーザからアベラードへJを眺めると、それぞれのヒロ

イン達とポウフ。との関わり合い方が微妙に違うのに気付
聞

く。 r髪の毛盗み」のペリンダは、実在のアラベラ・

ファーマーをモデソレiとしているためでもあるが、作者か

らの距離が最も大きい。作者はヒロインを眺め、好意と

悪意を織り混ぜ、自分の美意識や洞察力を加えながら、

画家がキャンパスにモデノレを描くように書いていく。例

えばベラスケスと宮廷婦人達のように、ポウフ。とペリン

ダの聞には特殊な空間がある。 r薄幸の女性i乙捧げるエ

レジーJの中の婦人は今少し複雑な関係の上にいる。語

り手としての詩人とその婦人との関係が意味ありげに灰

めかされるが、実はそれはポウプの計算した仕掛けにす

ぎず、彼女はいかにも真実めいた架空の人物なのだ。粘

土を浬ねて混沌の中から像を造りあげるように、或いは

ミケランジェロが大理石を彫ってその中に閉じ込められ

た人物を救い出すように、ポウプは乙の亡霊を浬造する。

作者はヒロインの創造主でもあり、文逆i乙ヒロインは予

め存在する絶対的なプロトタイプでもあるのかもしれな

い。接点、があってかっ接点が無い、あやふやな関係であ

る。エロイーザの場合はどうだろう。中世のエロイーズ

は実在はしたが、時間的にも空間的にもポウプからは遠

く離れている。エロイーザはエロイーズであって、エロ

イーズではない。彼女はいわばエロイーズを演ずる役者

でしかない。ポウフ。は死んだエロイーズを蘇らせる魔術

師とはなりえないから、エロイーズ役者のための仮面作

、
¥ 

宵

者となるのだ。仮面はまた、ポウプ自身にとっても必要

なものだった。言葉、機知、そして詩は彼にとっての仮

面でありそれがあって始めて彼は一人前の男として振る

舞えた。不具に近い身の、しかも少数派であるカドリッ

クの家柄iζ生まれたポウプにとって、言葉乙そが防具で、

あり、又あるときは武器ともなった。仮面としてのエロ

イーザは、ポウプ自身の情念をも映しだす。ちょうどデ

スマスクが死者の顔をそっくり写しとるように、エロイ

ーザの中にはポウプ自身の不毛の愛、観念の域を脱する

乙とのない愛の姿が、ネガとポジのように浮きだして見

えるのだ。そして、乙れが彼の情念の限界であったのを

示すように、乙の作品は文字通り彼のロマンスのデスマ

スクとなり、乙れ以降iと恋愛や女性をまともに扱った作

品は発表されるととは無かったのである。
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